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マダガスカル乾燥地帯の土地利用

古 川 久 雄*
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HisaoFuRUKAWA*

Land in thedrierpartofMadagascaris

predominantlyusedasgrassland,whichhas

beencreatedthroughpastoralism.Africanpas･

toralistslikeCushitesand Nilotesaresup･

posedtohavemlgratedtoMadagascarinthe

earlypartofthefirstmillenium,andtohave

engagedinpastoralism andmilletcultivation.

Theyalsobroughtinculturalelementslike

themegalithictomb,thenotchedstele,and

theoffering ofagreatnumberofcattleto

thedead.

Milletwasperhapscultivated in twodif･

ferentways:irrigated cultivation and dry

cropping.Varytsipy,whichisnow practiced

bytheBaratribe,givesacluetounderstand･

ing how theearly mlgrantS practiced irri･

gatedmilletcultivation.Thecharacteristicfeat

tureslieinthecombinationof(1)irrigation

Ⅰ 牧 畜 景 観

1 草 原

森林景観を見なれた者にとって,マダガス

カル全体にひろがる草原景観は全 く異国的で

ある｡なだらかな起伏の高原は見わたす限 り
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onslopingground,(2)cattle･trampling,(3)

broadcastingofseeds,and(4)treading･inof

the broadcastseeds by another trampling.

Asiatic rice, which probably reached to

Madagascarlaterinthecourseoftradingcon･

tacts with Malayo･Polynesian peoples,was

incorporatedintothismilletcultivationsystem･

Wetricecultivationseemstohaveexpanded

tothevalleyRooronlyrecently.

DrycropplngOfmillethasbeendoneinthe

driersouthandsouthwesternpartswherean･

nualrainfallislessthan500mm.Thecharac-

teristicfeaturesare(l)Scraping offofgras･

seswithapaddle･shapedhoe,(2)dibblingof

seedsintoholesmadeby thehoe,(3)fe一一

tilizingsoilswithcattledungwhichareap･

pliedbypennlngCattleinthegarden.

禾本科草原である｡ 大陸的で単調な地平線に

は林が全 く見当たらない｡この景観は人工的

な創出に違いない｡人と環境の関係は,薄暗

い林にとりかこまれた東南アジア島峡部 と全

く達 うだろう｡これが私 の第一印象 であっ

た｡人工 とい うのは,林が成立しえない程の

乾燥気候ではないからである｡ 西南部の半乾



古川 :マダガスカル乾燥地帯の土地利用

燥気候地帯で雨量が500mm を切るのを除 く

と,西部平原と中央高原の多 くは少なくとも

700-800mm の雨 が降 る｡ 東部沿 岸では

2,000mm の雨が降る｡

実際,林は在る｡例えば,アンタナナ リグォ

(Antananarivo)か らフィアナ ランツァ

(Fianarantsa)へ向か う国道は,数 カ所で

林を通過する｡ しかしこれらの林は自然林で

なく,すべて植林 した人工林である｡樹種は

きわめて単純で,ユーカリ, ミモザ,松,ギ

ンネムである｡ フランス植民地時代に植林さ

れたと思われる大木も少数あるが,多 くは最

近の植林事業で植えられたものである｡植林

事業が始まる前の景観は,それこそ完全な草

原だったろう｡ 草原は多湿気候の東岸にも広

い｡このことからも,草原が人工景観である

ことが判る｡

自然林は 2種類 あ る｡ひ とつは東岸斜面

に,スマ トラやボルネオには比較しうべ くも

ないが,熱帯降雨林がある｡もうひとつは西

岸から南西部 の沿岸地帯 にあ る乾燥低木林

で,バオバブや,多種の--フォルピアが目

立つ｡ファンツィルチャ (fantsiholiira,ユ

ーフォルピアの一種)や,長 い猫 の尻尾状

で,ニラニラと風にゆれて,ビロー ドのよう

に柔らかく見えるが,その実,硬い幹に長い

トゲが密生したスソゴ (song0,--フォル

ピアの一種でマダガスカルの固有種)など奇

妙な種がある｡ ファラファツ (farafatso)と

いって,バオバブに似た落葉樹は比較的高く

なる｡これは材質が丁度バルサに似て,柔ら

か く軽いので,漁民のヴェズ (Vezo)族が

アウトリッガー付きのくりぬき帆船を作るの

に使 う｡マジュンガ (Majunga) の東部に

ある石灰岩台地には シャッタナ (Satrana)

といわれる Corybhaヤシの一種が密生する

サバンナ景観がある｡西南部乾燥地帯には多

肉の葉をもつ小低木や, トゲ低木,きわめて

小型の葉をもつ低木 (常線 と思われる)がふ

える｡

西から東へ横断的に見ると,西岸部には半

落葉低木林が数 km から数十 km の帯を作

り,内陸へ進むと,ある所で突然,草原に移

り変わる｡この草原は中央高地まで続 く｡ 東

岸斜面には丈の低い熱帯降雨林帯がある｡樹

高は30m をこえない｡その林にはべツ ミサ

ラカ (Betsimisaraka)やタナラ (Tanala)

の人々が行 う焼畑地がある｡焼畑頻度が強ま

ると,旅人木の疎林におき代わる｡東岸沿岸

部には,ライチ,丁字,コーヒー,ヴァニラ

等の園地がかなり広い｡しかし草原も広い｡

このように見てくると,草原が自然植生で

なく,森林を破壊して作 り出した人為的植生

であることが一層はっきりする｡

沿岸部,殊に西岸に自然植生が広く残って

いるのは,いかにも人為的で,残すことには

明瞭な意図があると思 う｡西岸の半落葉低木

林に住むサカラヴァ (Sakalava)やマ-フ

ァリ (Mahafaly)の人々の話しぶ りで注意

をひくのは,林を伐開することに対して異常

な恐怖感を示すことだ｡私はこれを奴隷狩 り

が行われていた時代の遺風と考えている｡林

のベル トは奴隷狩 りから身をかくすシェルタ

ーであり,また無人地帯を装 うカモフラージ

ュでもあったろう｡

2 牧畜- 草原景観を作る生業

マダガスカルの草原景観を見た時,これは

牧畜景観だ,とい うのが私の受けた印象であ

った｡このことは後に農民との対話で証明さ

れる｡ 問題は多 くの研究者がこの草原を焼畑

の結果 と考えていることである｡この見解は

全 く間違っている｡焼畑耕作民はこれ程徹底

的に林を根絶することは決してない｡林の再

生が速やかに進むことを意図して,木株を残

すのが普通だからである｡ 林の可及的速やか

な再生は,耕作期間中にはびこった革を退治

する最も効率的な方法なのである｡ また,焼
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畑耕作民の伐開はこれ程大面横 には及 ば な

い｡木を伐 り倒 してよく焼 くことが必要なの

で,このことが伐開可能面積を制限するから

である｡

マダガスカルの場合,タナラ族の住む地域

が焼畑景観の典型例を示す｡景観は全体 とし

ては林であるが,高木林,ヤプ,焼畑地など

がいりまじり,まだらであるO アラ (ala)と

言われる高木林が最も遷移の進 んだ ものだ

が,これはそれ程広 くない｡最も広いのはサ

グカ (savoka) といわれるヤプである｡これ

は最近の焼畑跡地であるが,放棄後 5年 もす

ると10mを超える低木常線林になる｡遠望す

ると,アラの深い線,古いサグカの浅い線,焼

畑作付地に土の褐色などが見れる｡これ らが

斑点状にいりまじる｡それぞれの斑点の形は

はっきりした輪郭を見せる｡ これは伐開 ･火

入れの際に火止め帯を作るので,その形がお

のずから休閑地の輪郭をきめるからである｡

これに対 し,サカラヴァやバ ラ (Bara)

のような牧畜民が行 う森林伐開はその意図が

全 く異なる,牧畜民は林よりも草原を必要 と

する｡最大の理由は見通 しの良さを求めるこ

とである｡家畜を飼い,管理するには,遠方

まで見通せることが何よりも必要である｡ 線

の草原をバックにすると,群からはぐれた家

畜を遠方から見つけ出せる｡ 林はこの点,都

合が悪い｡したがって牧畜民は林を徹底的に

焼き,広大な草原を作る｡

乾季の終わる10月中旬,草原に火がはなた

れる｡古 くなった禾本科の草は葉が黄色 く枯

れて硬 くなり,家畜が くわなくなる｡ また家

畜の目を突 く｡そこで,地上部を焼いて柔ら

かい新芽を出させることが必要である｡黄色

く枯れた草原に火をはなつと,火はたちまち

草原を走る｡ 家のまわ りのみは草を刈って火

止め帯を作るが,それ以外では火は自由に走

る｡政府は地表植生を焼 くことは,林も草原

も禁止しているが,これは牧畜がマダガスカ
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ルの重要な生業であることを全 く忘れた措置

であ り,人々はこの禁止を全 く無視せざるを

えない｡慣習ではむしろ逆に,草原焼きのた

めに誰かが放った火は途中で消してはいけな

い｡10月から11月にかけて草原焼きが全国的

に行われる｡雨季の雨が始まり, 2週間もす

ると地下に残った地下茎から新芽が出て,草

原は柔らかな新線に変わ り始める｡ この事焼

きは毎年 くり返される｡そしてその結果は,

視線をさえぎるものの全 くない,地平線まで

つづ く草原を生む｡

禾本科の草はブジャカ (bozaka)と総称さ

れ,Cymbobogon,Pasbalum,Androbogon

などの草を主体 としているように思 う｡ 多 く

の地域では草の株 と株は連続 していて一面の

草原だが,乾燥が厳 しい地方は,革の株が点

在して, 1m2 当た り数珠程度になる. こう

なると火を放っても火が走らず,草焼きがで

きない｡西南部乾燥地帯にはこんな地域が広

い｡牛はベアソ (bean)というスべ リヒエに

似た多肉の草を食 う｡ ここにはまた,ジャケ

ツイバラの類がふえる｡点在するタマ リンド

の葉はヤギ,ヒツジが好んで食 う｡ こんな乾

燥地は トゲ低木,ア ロエ,それ に シャクア

(sakoa) といい, インドネシアのカ ドンド

ン (Kadongdong,Sbondiasspp.)に似た

低木の目立つサバンナ景観が成立する｡

さて,牧畜の作 り出す草原景観は東アフリ

カのケニアやタンザニアにも広大である｡ケ

ニアの住民は農耕パンツ- (Bantu)と牧畜

を行 うクシュ系 (Cushitic)･ナ イ p- ト

系 (Nilotic)部族が主体 と考え られ てい る

[Murdock 1959:328-341]｡ マダガスカル

の草原景観をアフリカ系の牧畜民の所産と考

えるのはごく自然だと思われる｡クシュ語族

がケニア,タンザニアへ浸透したのは紀元前

1000年紀以前,ナイロー トやバンツーは紀元

後 3世紀には同じく東アフリカ一帯に到達し

ていたと考えられてい る [同所]｡そ して,
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Murdock の教科書ではこれらのアフリカ系

部族がマダガスカルへ直接移住するのではな

くて,紀元前後にイン ドネシア系部族 とクシ

ュ ･ナイロー ト系の混血が束アフリカ東岸で

生 じて,その子孫がマダガスカル-移住 した

と考えられている｡ 彼の想定する移住経過は

大体承服できる線だが,その年代は遥かにさ

か上るだろうと私は思っている｡いずれにし

てもクシュ ･ナイロー ト系部族が古 くマダガ

スカルに移住 し,牧畜が主で農耕 も行 う生業

を形成 し,その過程で,マダガスカルの草原

化が生 じたと考えられる｡

支配部族であるメリナ (Merina)やべツ

ィレオ (Betsileo)が中央高地にやって来た

時,森林は既に完全に消失していた で あろ

う｡彼等は定住的農耕民であ り,森林をこれ

程完全に根絶する動機をその生業に求められ

ない｡

ここで問題になるのは,牧畜-草原景観-

クシュ ･ナイロー ト系 とい う図式の適用可能

な地理的範囲である｡ とい うのは,マダガス

カル住民にイン ドネシア要素が強 く,そして

東インドネシアのフローレス,スソバ,ティ

モールなどにやは り牧畜 と草原景観が広い事

実を考え合わせると,上記図式が東イン ドネ

シアにもあてはまるのかとい う疑問が生ずる

わけである｡ 要するに,牧畜を生業 とするク

シュ ･ナイロー ト系部族がマダガスカルを通

りこして東インドネシア迄広がったのか,逮

に,東イン ドネシアの牧畜がマダガスカル-

伝わったのか｡私がもつイメージは,西から

東へ人と牧畜景観が伝播 した とす る ものだ

が,その道に,東から西への伝播 の可 能性

も,今の処,完全には消し去れない｡ とい う

のは巨石墓 と重合 した家畜の大量供蟻がマダ

ガスカルでよく知 られているが,これはイン

ドネシアに事例が多い｡私 自身 も観察 してい

る｡ 東アフリカでも報告はある｡ しかし,こ

れは自分の目では見ていない｡

上記の問題点をかかえているので,あいま

いさが残るが,現時点では一応次の図式で現

在のマダガスカルをとらえている｡

アフリカ大陸要素 :草原景観,肉食 (雑穀

食),牧畜民

アジア島峡要素 :森林景観,米食,農耕民

雑穀食にカッコをつけたのは現在のマダガ

スカルには殆ど消失 しているが,近い過去ま

ではあったとい う意味である｡ 雑穀は,米が

卓越化する前のマダガスカルで重要な作物で

あったと推定 し,調査中,たえずその有無を

農民にたずねたが,必ずしも肯 定 的返 答 は

えられなかった｡ソルガ ムが トゥリア ール

(Tuliar)近 くのマシュクール (Mashkor)

族の常畑で栽培されているのを見た程度であ

る｡ しかし,マダガスカル対岸のケニアでは

シコクビェや トウジンビ-, ソルガムが広 く

栽培されている｡ ポコット (Pokot)族地域

ではシコクビ-のかんがい畑 も見ている｡こ

うい う事例から考えるとマダガスカルでも雑

穀栽培が最近迄行われていた とする想定には

それ程無理はないと思 う｡ 逆に,雑穀の消滅

とい う現象は,マレイ圏の影響が特別に強い

マダガスカルの特徴を指し示 してもいる｡

草原景観に話を戻して,メリナ族到来以前

の森林消失,草原化を想定する私の仮説に付

言したい｡メリナの王が木造宮殿を作ったこ

とは,その頃に林が残っていたことを示す と

とらえられている｡ しか し,私 は逆 に, こ

れは中央高原で木材資源が枯渇 していたこと

を示すものだろ うと考えている｡ その状況が

ある故に,平民の泥壁家屋 と顕著な対照を示

し,王族の権威を木造家屋が象徴的に表現 し

たのである｡

3 大規模牧畜

牧畜は多 くの住民 に必須 の生業要素 で あ

る｡ バラやサカラヴァのような牧畜民にとっ
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ては最重要の位置を占める｡家畜はゼブ牛が

圧倒的に重要である｡ 数十頭程度の小規模な

ものが普通だが,数千頭をもつ大規模な所有

形態もある｡ 牧畜形態は規模によって全 く異

なる｡

千頭以上の牛を保有する牛持ちは,水田蹄

耕に使役する数十頭を村近 くの牧場 にお く

外,大多数の牛は村から遠 く離れた放牧地に

放牧する｡柵は全 くない｡牛は半ば野生状態

で生活する｡ 自分で仔牛を生み,人間の助力

も干渉もなく仔牛は育つ｡ 牛は財産 として保

有されているのみである｡ 搾乳用や肉用など

の用役対象としては考えられてはいない｡

牛は町役場に登録され,一頭ごとにパスポ

ー トが発行される｡所有印を耳の切 り方で明

示する｡切 り方は部族間で違いが大きい｡牛

持ちは放牧頭数を役場に申告して放牧地使用

権をえる｡土地の質に応 じて広 さは変わ る

が,100頚当た り2,000haから4,000haで

ある｡

半野生状態の放牧牛を捕える際,牛持ちは

水場の水に特殊な薬をまぜる｡そ うすると牛

は匂いで主人を見分け,主人 につ いてい く

が,他人が捕えようとしても牛は逃げる｡

こうした牧歌的牧畜は,しかし,今,大変

化を受けようとしている｡ それは大規模な牛

強盗団の出現である｡ 有名な牧畜地帯である

イホシ (Ihosy)で次のような話を聞いた｡

この地域の住民バラ族には,成人儀礼の一種

に, 2, 3頭の牛を盗む習慣があった｡これ

は結婚するには是非必要なことだった｡ とこ

ろが,1983年頃から状況は一変し,銃で装備

し,車を使った強盗団が出現した｡強盗は一

時に数百頭もの牛を盗む｡持主が少しでも抵

抗すると銃で うつ｡人々は明瞭には言わない

が強盗団はメリナ族だと思っている｡メリナ

族が,かつては他部族の人間を掃えて奴隷商

人に一人あた り銃 1丁で売っていた頃の記憶

がよみがえったのである｡
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この武装強盗団は今や全国的傾向になって

いる｡ その結果生 じつつある事態は,大規模

牛持ちと牛を失った牧畜民への分極である｡

大牛持ちは更に牛がふ え る｡ 何故 か とい う

と,強盗団は盗んだ牛の移動 と販売に牛のパ

スポー トが必要である｡ しかし盗んだ牛には

当然パスポートがない｡そこで大牛持ちに,

盗んだ牛とパスポー トつき牛の交換を依頼す

る｡交換率は 1対 1ではなく,大牛持ちが儲

ける｡ 大牛持ちは非合法の牛 を放 牧地 に入

れ,暫 くおいて増加分を新生仔牛 として登録

し,パスポー トをえる. この仕組みで, 5千

頭以上の牛持ちも現れたといわれる｡

牛強盗団の出現によってよみがえった人々

の記憶は,支配部族メリナ族がマダガスカル

で占めていた位置を考える上で大変示唆的で

ある｡メリナの全国支配は18世紀に完成する

が,その中核地域には戦闘に関する地名がき

わめて多い｡征服民族 として,メリナ族は強

力な戦闘集団をもち,その力で全国を統一し

た｡もっとも実際の戦闘は少なく,戦力を誇

示 した威嚇と友好を求める外交技術で屈服さ

せたと言われる｡その戦力は奴隷狩 りによっ

てえた銃火器であった｡かつ ては人間を捕

え,今は牛を盗む｡征服民族たる由縁である｡

4 小規模牧畜

普通規模の牧畜の様子を次に見よう｡イホ

シのアムバララタ (Ambararata)村のバラ

族の事例である｡この村は小さなシンクホー

ル (直径数m,深さ50cm 程度)が無数に

ある平坦草原にある｡中央高原から西南岸の

トゥリアールへ向か う国道沿いに数列並んだ

土壁家の背後に牛柵がある｡牛の頭数は算え

られるもの (合法的牛 ?)が約 1,200頭であ

る｡それ以外に放牧牛もいる｡人口約 500人

の村の村長の話は次のとお りである｡

1) 朝,牛柵 (vala)から牛 (omby) を出

す｡牛柵は8個ある｡1柵には100-200頭の
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牛を収容するo雄牛は殆 ど去勢牛(vosiira)

である｡種牛 (ombilahy) は雌牛 と同 じ

牛柵に入れる｡仔牛 (zanakomby) と母牛

は柵外につなぐ｡

2) 柵から出して,昼間は牧場 (kizana)に

おく｡ 種牛一雌牛群 と去勢牛はやは り別 の

場所にお く｡ 一昔前は牧場で見張 りはしな

かったが,今は短い槍 と牧杖をもった牧童

が見張る｡ 牧場の草は豊富にあ り,草場争

いはない｡

3) 一年の重要な仕事は,11月-3月が水田蹄

耕,仔牛の出産が10月-3月,去勢 を行 う

のが 4月-8月,搾乳は12月-7月｡ 牛の生

育段階毎の呼称は,乳はなれの終わった仔

牛が maota, 1歳半から5歳までを tim-

boay, 5歳から6歳牛を sakana,その後

雌牛は妊娠可能 とな り,tamana とい う .

雌牛で仔牛を産めないものは sakairaとい

って去勢牛 と一緒にして,蹄耕に使 う｡

4) 5,6歳以上のtamanaは毎年出産する｡

出産後一週間の ミル クは黄色 く,飲 め な

い｡これは煮固めて食べる｡ ミルクは最近

迄無料で,誰の牛を搾乳しても許された｡

しかし,今は状況が変わ り,搾乳 した ミル

クは売る｡ 搾乳の際 の容器 は ヒョウタ ン

(lima)を使 う｡ 酸乳 (abobo)作 りもヒ

ョウタンを使 う｡ これは ミルクを2日お く

とできる｡毎 日食べ残した abobo に ミル

クをつぎ足 していれば腐 る こ とは ない｡

aboboは往時は重要な食料だった｡

5) 牛持ちが亡 くなると,牛は供犠 し,肉は

葬儀参会者に配る｡ 角は墓の積み石の上に

並べる｡

6) 雨季,去勢牛は水田蹄耕 (manosy)に使

役する｡作業は11月に始める｡ 蹄耕で地拾

えすると,移植する｡ しかしこの地域では

農業はそれ程重要な位置は占めていなかっ

た｡最近迄はあそび程度だった｡彼等は自

分達を牛飼いだと思っている｡ 牛を飼 う目

的は販売用 とか, ミルク,肉の利用の為で

はない｡牛を飼 うことが生活そのものであ

る｡ 牛を売ることはあるが,それは病人に

金がかかるとか,服を買 うとか,祭儀に出

費がいるなどの場合である｡したがって牛

の数は次第にふえるのが普通である｡とこ

ろが最近,牛が減ってきた｡主食の米を買

うには牛を売らねばならない｡牛を売 りた

くないので,米作 りにも力をさくようにな

った｡

このように,個々の牛飼いが売る牛の数は

一定 していないし,少数であるが,村々を巡

回する牛の仲買人がいる｡仲買人は多 くの村

から牛を買い集め,牛市-運ぶ｡各地に大小

多 くの牛市があ るが,最大 の牛市 は 2ヵ所

で,南部地域の牛市のセンタ-のアンバラヴ

ァオ (Ambalavao) と,西部の牛市のセン

ター, ツィルアヌマンディデ ィ (Tsiroan0-

mandidy) である｡ 数百頭の牛キャラバン

が牛市へ数百 kmの行程を歩 く光景は日常的

に見かける｡

アンバラヴァオの町の南はずれで,牛市の

前 日にキャンプを張っていた 3人の牧童から

聞いた話は次のようなものである｡

1) この牛キャラバンは南部のアンポグォン

べ (Ambovombe)からアンバラヴァオの

牛市へ運ぶ 500頭である｡数十人の仲買人

が加わる合同キャラバンで, 3人の牧童の

ボスの牛は20頭｡アンタナナ リグォの仲買

人から注文を受けて,べチエカ(Betroka)

で集めた｡アンノミラヴァオの牛市で注文主

に引き渡す｡

2) 牧童が牛キャラバンに従事するのは月に

1回である｡アンボグォンべか らの キャ

ラバンに 2週間かか り,牛市に3日滞在す

る｡村へ戻ると牛集めに10日費やす｡残 り

の3日は村で耕作の仕事をする｡

3) キャラバンで運ぶ牛の用途は,肉用,カ

ソヅメ用,蹄耕用,牽引用,それに雌牛は
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搾乳用もある｡

4) べツィレオ地域のアンツィラべ (Antsi･

rabe)の農民はキャンプ時の牛糞を集めて

肥料にする｡その為に牛柵 を用意 してい

て,キャラバンの牛をそこで宿泊させた牧

童に食事の接待をする｡

以上の二つの話で語られる牧畜の内容は,

ケニアなどでよく知 られている牧畜の内容 と

はかなり異な り,むしろ,東インドネシアの

それに最もよく似ている｡東アフリカの事例

との相違点をまとめると,第 1にマダガスカ

ルでは乳製品の利用が限られており,酸乳 と

生乳の利用程度である｡ ギーやチーズはアフ

リカの牧畜ではごく一般的らしいが,これ ら

はマダガスカルにはなさそ うだ｡尤 も搾乳 と

ミルクの短期保存にヒョウタン容器を使 うの

は同じだ｡東アフリカではこれをギー作 りの

際の振 りまぜ操作にも使 う｡ 第 2に ミニチュ

アの弓矢で牛の頚部を刺し,血をヒョウタン

に受けて, ミルク同様食料にするといった習

慣はマダガスカルにない｡第 3に移牧が殆ど

行われない｡村 も移動 しない｡原則 として牧

畜は村近 くの牧場で行 う｡乾燥が強 く,草が

不足する年にのみ,草を求めて移動 し,牧童

のみが村からはなれてキャンプ生活をする｡

第 4に牛を牛革の牽引用に使 うが,これは東

アフリカでは稀である｡

以上の相違点にも拘わらず,マダガスカル

の牧畜は東アフリカの牧畜の影響下に成立し

たものだ という想定は消えない｡最も大きな

共通の要素は両者にまたがる広大な草原景観

である｡これは共通の祖先が作 り出した景観

だと思 う｡私の想定しているのはナイロー ト

系の部族である｡彼等は牧畜を主体 とするが

穀作も行なっていたとされる｡ 南下 したナイ

ロー ト系部族が東アフリカからマダガスカル

に展開し,環境適応の形で,地域毎に異なる

生業形態に移行したのではなかろうか｡例え

ば, トウルカナ (Turkana)族や, マサイ
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(Masai)族は牧畜を継東 し,特化させたの

に対 し,ポコット族やメル (Meru)族は雑

穀栽培を発展させた｡ポコットの雑穀栽培に

はかんがいす ら見られる｡同様にマダガスカ

ルでは,例えばバラ族は牧畜 とかんがい雑穀

栽培を複合したが,より乾燥の厳 しい西南部

の トゲ低木林に住むアンタ ンル イ (Antan-

droy)族は乾燥農法で行 う雑穀栽培を発展さ

せたと想定している｡

巨石文化の影響を示す葬墓 と,牛の大量供

犠がマダガスカルから東インドネシアにかけ

て分布するが,同様の民俗例はナイロー ト系

諸部族について詳細 な報告 が あ る [Selig･

man& Seligman1932]｡それによると,ス

トソ ･サークルや ドルメン,犠牲牛の角をか

ける柱,彫刻を施した基柱,葬儀の牛供儀な

どがスーダンのナイロー ト系部族のシルック

(Shilluk),ディソカ (Dinka),バ リ (Ba･

ri),ヌバ (Nuba)などに見られる｡スーダ

ン ･ウガンダ国境地域 (BahrEIGazal)の

ボンゴ (Bongo),モロ (Moro)族の墓は報

告書の写真から見ると,大量の石を積み,切

りこみを入れた墓柱,人物像を刻んだ墓柱を

立てるなど,マダガスカル の状況 に幣似す

る｡ 彼等の生業 は牧畜 と雑穀栽培 で,例 え

ば,アザソデ (Azande)族は崖敷地のまわ

りに トウモロコシ,ミレット,エンドウマメ,

油料作物を,中央部にサツマイモ,アロール

ー ト,バナナ,イチジクを植える [同上書 :

498]｡
ナイロー ト系のもつ巨石文化を Murdock

[1959]は巨石クシュ (Megalithic Cush･

ite)文化に由来すると考えている｡ 巨石クシ

ュ文化は牧畜 と雑穀栽培をもち,段畑,かん

がい,厩肥利用の技術などを紀元前1000年紀

にはエチオピア南部から南下して,ケニア高

原迄もたらしたと考えられている [岡上書 :

193-203]｡

要するに,クシュ ･ナイロー ト系の牧畜 ･
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雑穀栽培文化複合が古 くにマダガスカルに入

って,牧畜景観を作 り出して いた とい うの

が,私の現在の仮説である｡

ⅠⅠ ヴ7リ･ツィピ (vaT･Uteipu)

- 稲作と牧畜の遭遇

1 ヴァリ･ツィピとは ?

牧畜民の行 う稲作には我々の想像を絶する

ものがある｡その一例がバラ族の行 うヴァリ

･ツィピとよばれる水田耕作である｡ その特

徴は簡単に言 うと乾燥地帯のかんがい畑作で

ある｡ その例を次に見てみよう｡

アンバラヴァオか らイホシ-向か う国道は

イホシ附近できわめてゆるい波状地草原を通

過する｡ あとで判った ことだが,ここにもヴ

ァリ･ツィピ田があった のだ｡イ ホ シの西

で,一挙に300mの崖を登ると,そこはまた

ゆるい波状地の大平原である｡ 乾季にはここ

は完全な草原である｡ しかしよく見るとあち

こちに奇妙な穴が あ る｡ 直径10乃至20m,

深さ50cm以下のこれ らの穴はシンクホール

である｡ 地質は片麻岩だが,その中の石灰分

が溶食 されて生 じた穴である｡ そこには稲 ワ

ラや株が残っている｡ 幾つかの穴は細い溝で

結ばれていた り,凧のアシの如 く伸びた溝を

もっている｡ これは地表水を集めて穴にかん

がい水をためようとい う工夫である｡雨季に

は,周囲の草原の放牧牛に踏ませて地拓えを

し,そこに散播 した り,苗を移植する｡

この大平原 は約 30km 西 の イシャロ (Ⅰ･

salo)の森まで 1枚板の片麻岩である｡ 節理

部分には谷が刻 まれてい る ｡ 谷は平担面か ら

約20m 程の深さだ｡谷の両側のゆるい斜面

は乾季には禾本科の草原である｡ しかし雨季

には, この斜面が水田に変貌する｡この水田

をヴァリ･ツィピとい う｡

イヴァル (Ⅰvaro)の村で見たヴァリ･ツ

ィどの見取図をあげておいた｡谷の数 km上

図 1 バラ族のヴァリ･ツィピ田模式図

イホシ西のイヴァル村

流に堰上げ堤を作 り, 幅 1.5m,深 さ50cm

程の小さな水路で水を引 く｡水路は丁度谷の

肩口につける｡谷の両側にはこんな水路が何

km も続 く｡ 水路には谷側の壁に小さな水 口

を切る｡ この水口から水が とび出る｡ このま

まだ と水勢が強すぎるので,水路沿いに 1枚

だけ棚田を付ける｡ ここで水勢を弱められた

水は,2,3m おきに切 られた水 口か ら斜面

を流れ下る｡始めは細い水流だが,す ぐ扇状

に開いて,斜面を薄い水膜で覆 う｡ この濯水

を行 う前に草を刈ってはいけない｡草がある

ことは障害ではなく,草の根が土をしっか り

と保持 して,流れ下る水で侵蝕が起こらない

ように,むしろ必要 とされる｡ 水路の末端を

見ると実に面白い｡水路は草原の中で唐突に

終わっている｡ そこか ら先は元々そ うであっ

た ように草原である｡ 流れ下る水膜で うるお

された所 までが水田である｡ その境には畦 も

溝 も何 もない｡
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半日,草原斜面を潅水する｡斜面の土は平

頂部の赤いラテライ ト質土と違って黒い粘土

である｡黒粘土は水を吸ってふ くれる｡ そ う

すると,周囲の草原から牛を集める｡ 放牧地

だから,牛は沢山いる｡これを潅水した斜面

に追いこみ,追 う｡我々が見た蹄耕では,実

に 300頭の牛が10列編隊で,行きつ戻 りつし

ていた｡大勢の牧童がこれを追 う｡ 時には背

中のコプに右腕をまわしてかかえこむ｡牛は

これを嫌って角を振 り,す ぐ前列の牛のすき

間へもぐりこもうとする｡ 牧童は叫び声をあ

げながらとびのく｡ これだけ多 くの牛蹄で踏

まれると,黒粘土は忽ち泥になる｡ 3町歩が

1時間程で地掃え終了する｡ そ うすると,カ

ゴに入れた乾燥粗を泥の上にばらまく｡ これ

も大変能率よく進む｡ばらまきが終わると,

もう一度,牛群を追いこんで,泥 を踏 ませ

る｡これは,粗を泥の中におしこむためであ

る｡ この覆土用の蹄耕は東南アジアには見な

いが,古代エジプ トやメソポタミアでは知ら

れている｡

2 棚田その他の技術

ヴァリ･ツィピは作業が簡単で,手間がか

からない｡しかし欠点もある｡それは,土壌

侵蝕の危険があるので連続的植付けができな

いことである｡ 3年植え付けると, 2年休閑

して,草の根が張るのをまつ必要がある｡ も

し連続的植付けを行いたい場合は土額侵蝕を

防ぐ方策を施す｡その方策とは棚田を作るこ

とである｡ 棚田は大変細長い｡地ならしは全

く行わない｡瞳を盛るだけである｡地掠えは

ヴァリ･ツィどの場合と同様に行 う｡ 植付け

は移植と散播 と両方がある｡移植の場合の苗

代は水苗代である｡

米の品種は,イヴァルのヴァリ･ツィピ田

では長粒のインディカ種 (varygodraとよ

ばれていた)が使われていた｡勿論,マダガ

スカル全体を見ると丸い粒形,長粒形など様
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々であるo伝統種で varygaSyつま りマ ダ

ガスカルの米とよばれてい る ものは大粒形

で,淡赤色の皮がある｡

ヴァリ･ツィどの収穫は4月に鎌で行われ

る｡刃に鋸歯はない｡脱穀は2方法ある｡ ひ

とつは稲束を石に打ちつける｡ 他の方法は脱

穀場に稲束をつみ,牛にそれ を踏 ませ る方

汰,つまり牛蹄脱穀である0枚はカゴ (isihy

vondro)に入れ,高床米倉に納める｡

3 ヴァリ･ツィピ田の分布

イヴァル村の定着は1919年だとい う｡現在

国会議員のレニッィ氏が村長に推されたのは

1961年であった｡氏によると,当時既にあっ

た水路を延長したと言 う｡1958年編集の地形

図で見るとイヴァルのヴァリ･ツィピ田はか

なり小規模だったようだ (図 2)｡しか し,

ヴァリ･ツィピ型の稲作はきわめて古いと考

えられる｡

イホシのアンキ リ郡郡長は,ヴァリ･ツィ

ピをバラ族の稲作法だとい う｡ その分布は,

西はラヌヒラ (Ranohira),北はザザフツィ

(Zazafotsy)の20km 北 まで,東 はヴソ

ドゥルズ (Vondorozo) で囲まれた地域に

且られ,中心はイヴォヒべ (Ⅰvohibe)であ

る｡地形図を見ると,イヴォヒべ地域は トレ

リス模様の小川が無数にあり,ヴァリ･ツィ

ピを行 うのにいかにも適当な立地である｡

郡長はバラ族の稲作 というが,同様の稲作

法はツミ-ティ (Tsimihety)族にもある｡

平坦谷底-下 り切る手前の斜面が本来の水田

立地と考えられている｡この斜面上端の傾斜

変換線に水路を通 して,その水路からやはり

同様に水を流下させて蹄耕するのだそ うだ｡

しかし,散播後の覆土用蹄排は行わない｡現

在は谷底低地にも水田が開かれているが,こ

れは新 しいものである｡

バラ地域へ移住 したべツィレオ族もヴァリ

･ツィどの変形法を行なっている｡ イホシの
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図2 ヴァリ･ツィピ田の分布 (網部分)

(CartedeMadagascarau100,000E,1958.∫-56国幅により作成)0
等高線は50m間隔｡

東,アンカラメナ (Ankaramena)周辺には

べツィレオ族の移住者が多い｡この地域は山

がちであ り,山麓斜面上部は棚田であるが,

下部 と谷の斜面には所々傾斜草地がある｡ こ

こをかんがい ･蹄耕後,水の流れ下 る田に苗

を移植するのである｡

草地から棚田への変換が生 じたのは最近だ

と思われるが,最初の段階はバラ流のヴァリ

･ツィピを行なっていたのである｡ 棚田-の

変換は斜面上部か ら始まっていることが面白

い｡これはヴァリ･ツィピ田の水路を山麓斜

面上端の傾斜変換線にとおす ことと関係 して

いると思 う｡

上記の例はマダガスカルの水田の初期形態

とその拡大過程に示唆を与える｡ メリナやべ

ツィレオ族が渡来 した時,行われていたのは

多分牧畜民によるヴァリ･ツィピ型の雑穀栽

培であったろ う｡ メリナや,べツィレオは陸

稲栽培をもた らすが,やがて, ヴァリ･ツィ

ピ型かんがい畑での稲栽培を始め,草地にそ

の耕地を開き始めた｡水路を山麓斜面上端の

傾斜変換線に引き,水路 より下の斜面でヴァ

リ･ツィピ栽培を行 う｡後には, これは棚田

に変換 された｡谷底湿地はこのような変換過

程の最後に水田化された と思われる｡ アソジ

アナムポイ ニメ リナ王 (Andrianampoini-

merina) が ア ン タナ ナ リグ ォの イ クパ

(Ikopa)川の後背湿地を排水 して水田を開い

た故事はこの最後の過程を示す ものだ｡

4 ヴァリ･ツィどの解釈

ヴァリ･ツィどの特徴を整理 してみよう｡

① 畦のない山成 りの傾斜草地で

② 水路かんがいを行なって稲を栽培する
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⑧ 地拷えは牛の蹄耕による

(参 散播法で播種する

(参 粗踏みこみを蹄耕で行 う

この稲作はどう位置づけられるのか｡いわ

ゆるマレイ型稲作 とどうい う関係 にな るの

か｡この議論をきちんと展開するには,多 く

の要素の地理的分布を整理する必要がある｡

例えば収穫法,脱穀法,貯蔵法,稲品種 な

ど,稲作の技術的な面,また炊飯法,醸造法

など米の利用に関する技術,それに儀礼や神

話など民俗的な側面の整理も必要である｡し

かし,それはこの小論の枠をはるかに超えて

いる｡ ここでは上記 5点に限って検討を加え

よう｡

かんがいと地捧えの廊耕はてレイ地域に広

く見られる｡ しかし蹄耕後の散播は東インド

ネシアに見られる他は少数例だ｡覆土用の蹄

耕はマレイ地域では全 く事例がない｡ここで

議論の分岐点は蹄耕がマレイ農耕起源なのか

否かという点である｡要するにマダガスカル

の蹄耕はマレイ世界から受けとったものか,

それとも他の地域から来たものかである｡ 蹄

耕は,牧畜,つまり家畜の馴化と穀物栽培の

素地の上に発生しえる技術である｡ 世界的に

見ると牧畜も穀物栽培も最も古い歴史をもつ

のは西アジアである｡かんがいによる穀類栽

培が紀元前6000年にはそこで完成 され てい

る｡牽引牛による筆耕の証拠は紀元前4000年

紀には出土している｡西アジアの穀類栽培は

この時代に完成された方法で現在も行われて

いる｡蹄耕の記塚は紀元前3000年紀のメソポ

タミアにある｡歴史をふまえると,蹄耕は西

アジアから穀物栽培 と一緒に他の世界へ伝播

したと考えるのが最も素直な解釈である｡

マレイ農耕と私は書いたが,この言葉には

二重のまやかしがある｡ひとつはマレイとい

う単一の民族要素があるかの如き錯覚を与え

るが,実際にはマレイ人を定義することはき

わめて難しい｡バタック,スソダ,ジャワ,
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マルクーなどと細分 し,且つ,中国系,アラ

ブ系,イラン系,インド系,チャムパ系,パ

プア系,ポリネシア系などという形容詞をつ

けざるをえず,そ うなるとマレイという言葉

は不要である｡マレイというのはマレイ語が

通用する ｢場｣を指す分には使えるが,単一

の民族要素を含意するには甚だ都合の悪い言

葉であるCまたマレイ世界の生態環境を表現

する場合も問題が生ずる｡スマ トラ,ボルネ

オの如き熱帯降雨林 と中 ･東部ジャワから小

スソダ列島のサバンナ気候が含まれ,どちら

を指しているのか判 らない｡雨林 マ レイ と

か,サバンナマレイ,などと区別しないと,

｢マレイ農耕｣の内容は何をさしているか全

く意味不明である｡雨林マレイを意味する場

令,現在でもその農業は森林産物の抽出を主

な内容とする｡ そこは元来農耕の世界とは次

元が異なる｡ サバンナマレイを意味す る場

令,穀作の農耕要素は西7.プア,アフリカの

サバンナ農耕から受けとったものがすべてで

あって, ｢マレイ農耕｣に起源する穀作要素

はまずない｡穀作を対象に ｢マレイ農耕｣で

マレイ独自の耕作を合意するのは無理 が あ

る｡

穀作,かんがい,多数のゼプ牛蹄耕,散播

とい う要素は乾煉サバンナ地帯の,牧畜とか

んがい穀作農耕をもつ文化に由来するものだ

ろ う｡ このタイプの生業はナイロー ト･クシ

ュ系諸部族によってグレー ト･リフト･ヴァ

リ-へ,更にマダガスカルへ伝播されたと私

は想定している｡

米が到来する以前の穀物は多分キビ,ソル

ガム,シコクビ-などだったろう｡そして,

斜面でのかんがい,蹄耕,散播,種子の潜み

込みなどは既にその時点で確立していただろ

ラ, くり返すが,蹄耕を稲作との関係でのみ

考えるのはまちがいだとい うことである｡ そ

れは古代のメソポタミアやエジプ トで麦栽培

に使われた技術なのだ｡
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米がマダガスカルへ渡来 した年代について

考古的資料は何 もない｡しかし,草原景観,

巨石墓 と複合 した大量の家畜供儀,牧畜形態

などを考えると,東インドネシアとクシュ ･

ナイロー ト系の類似性が注 目されるO 東アフ

リカからマダガスカル,東インドネシアの地

域にわたって,巨石文化期以降には確実に共

通の文化圏が存在 し,そしてその中で東イン

ドネシアとマダガスカルにはぼ同時期に米が

伝播 したと考えたい｡米は雑穀の一種 として

受け入れられ,かんがい,蹄耕,散播,牛蹄

脱穀を行 う雑穀栽培体系の中に組みこまれた

ものだ｡

ⅠⅠⅠ 乾燥低木林での乾燥農耕

- アンタンルイの事例

1 アンバニヒ (Ampanihy)村

西岸及び西南岸に乾燥低木林の帯が続 くこ

とは先にふれた｡植生相観は落葉及び中葉常

緑樹から成る｡バオバブ,ユーフォルピア,

アロエの頻度が高い｡海岸美 近 で は植 生 は

Ⅹerophytic-halophytic (極竜一塩生植生)

相を示 し,畢生化 と極小葉常線樹,ーそれに ト

ゲ低木が目立つ｡

この乾燥低木林にも数部族が居住 し,乾燥

農耕 と牧畜を行なっている｡アンタンルイと

マ-ファリの部族である｡ アンタンルイは文

字通 りには トゲ低木林に住む人々の意味であ

る｡ バラ族の地域が比較的大きい雨量をもつ

のに対 し,アンタンルイ族の地域 は500mm

以下である｡そのためにこの地域の川は ワジ

川が多 く,地表流かんがい農業は不可能で,

乾燥農耕に依存せざるをえない｡ 牧畜はもう

ひとつの主要な生業である｡ 重要なポイン ト

は農 ･牧複合によってこの常畑の肥沃度維持

がはかられていることである｡ 農 ･牧複合の

生業形態はメリナやべツィレオの場合 と同じ

であるが,農 ･牧複合の形態が異なる｡ メリ

ナやべツィレオは屋敷地に石囲いの牛舎を作

り,牛糞を畑や水田の肥料に利用する｡しか

し,アンタンルイ,マ-ファリには牛糞施肥

の慣行はない｡これはあとで述べるが,サボ

テンをめ ぐらした常畑が同時に牧場でもある

とい う状況による｡ 農 ･牧複合にも種々の形

態があることがわかる｡整理 してみると次の

ような図式になろう｡

バラ :草原,牧畜主体,かんがい畑作 (雑

穀)の延長線上にある稲作をもつ

アンタンルイ,マ-ファリ:トゲ低木林,

牧 ･農複合,乾燥農耕による根栽 ･

雑穀栽培,畑-牛柵

メリナ,べツィレオ :草原 と林,農 ･牧複

合,畑 とかんがい水田,屋敷地に牛

舎,但 し牛柵 ･畑輪換 もある｡

結論が先走ったが,西南部のアンバニヒ村

で乾燥農耕の状況を見よう｡畑の見取図は図

3に示す｡この畑の耕作法は以下のとお りで

ある｡

1) 主食はマニオク, トウモロコシ,サツマ

イモである｡ 畑はサボテン,ユーフォルピ

ア,低木で囲まれる｡畑には ヴアネ ソバ

(voanemba,Pha.qeolousの類), ピーナ､ソ

ツ,スイカも植える｡ この畑 は施肥 も牛

柵一畑輪換 もなしに永年耕作をす る｡ そ の

他の野菜 (換金作物)は ワジ川の近 くに作

った柵囲い畑に植える｡ その畑は牛糞を施

肥する｡

2) 雨季の初め,畑をアンガディ (angady)

で耕作する｡ アンガディはマダガスカルで

最も主要な農具で,1.8m程の長い柄をつ

けた擢型鋤である｡ 土の上に座 りこんで,

長い柄を水平にくり出し,アンガディを水

平に前後 させて,草の生えた表土を削る｡

このアンガディ操作を ミシュ-ルカ (mis-

oroka)とい う｡土は砂質であるので,掘 り

起こすことはしない｡アンガディで土塊を

掘 り起 こす操作は ミヤシャ (miasa) とい
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サ Euphorbia

単 サボテン

マンゴ

タマ リンド

.-_TI._= 堆砂

100M

v 作付地

↓レ 革地

中 Jatropha

十l十 木柵

●■●置石

図 3 アンタンルイ族の乾燥農耕畑模式図

アンバこヒ近郊 (1986年12月4日)0

畑 1 豆, ピーナ ッツ, マ ニオ ク

2 マニオ ク,豆, ピーナ ッツ

3 マニオ ク,豆, ピーナ ッツ

4 マニオ ク,豆

5 マ ニオ ク,若い トウモ ロコシ

6 マニオ ク,若い トウモ ロコシ

7 若い トウモ Tlコシ, スイカ

8 若い トウモ pコシ

9 マ ニオ ク,若い トウモ ロコシ

10 若い トウモ ロコシ, マニオ ク

11 若い トウモ ロコシ

12 マニオ ク
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われ,水田や粘土質の畑で広 く行われる｡

3) 12月に,12cm程に切 り揃えたマニオク

の茎を植える｡雨が充分 あ りそ うだ と,

トウモロコシを点播する｡ アンガディを突

き立て,柄を軽 く前へ押して穴をあけるの

で,若干の耕起効果が生まれる｡ この穴-

3粒の トウモロコシを播 く｡

4) 中耕を,やは りミシュールカ操作で数回

行 う｡その狙いは除草だ と農民は言 う｡こ

れは実際にはもうひとつの効果をもつ｡そ

れは地表のクラス トを砕き,土が雨を吸い

こむのを助ける｡雨のあと乾燥が厳 しい気

候条件の為に,地表にはクラス トが形成さ

れる｡ これをそのままにしておくと,次の

雨は土中に吸いこまれず,表面流去水 とな

って流れ去 り,同時に表土流失をひきおこ

す｡図 3の中央右側に示す ように,低みに

は実際に流失土がたまっている｡

5) トウモロコシは 3カ月で実るが,更に 1

カ月,畑において乾燥させる｡ マニオクは

8カ月後に収穫できる｡ 豊作だと一部は地

上部を切ってそのまま畑におく｡収穫 した

マニオクは,高床倉 (riha)に納める｡ 高

床の高さは50cm以下である｡ 倉は居宅か

ら離す｡

6) 生のマニオクの食い方は,皮をむいて輪

切 りにし,水に ミルクを加えて煮る｡ 干し

たマニオクは, ミルク, ヴアネソバ豆を加

えて煮る｡ マニオクの葉は白に入れて杵で

つき,水をしぼって煮る｡これは主要な葉

菜である｡ 牛肉を加えて煮ることもある｡

7) 牛は夜間,家の近 くにおき,昼間は連れ

出す｡一戸当た り10頭か ら20頭 の牛 を も

つ ｡ この小村の全頭数は 100頭である｡ 牧

場はない｡図 3のような トゲ林囲いの畑で

草を食わせる｡つまり畑が同時に牧場であ

る｡そこに繋牧する｡乾燥が強 く草が不足

すると,囲いのサボテンを食わす｡枯れ草

をサボテンの上につみ火をつけると,サボ

テンの トゲが焼けおちて,牛が食える｡サ

ボテソ囲いは葉を地上に並べるだけで簡単

に作れ,乾燥年の重要な飼料である｡図 3

で低木囲いの部分 も元々はサボテン囲いだ

ったが,1985年が厳 しい乾燥年で,飼料に

使ったのだ｡極端な乾燥年には,草を求め

て移動する｡ その時は牧童のみ村からはな

れてくらす｡

8) 生乳を飲み,また,アブブ (酸乳)を作

る｡ ミルクをふ りまぜてギ-をとることは

ない｡自分の牛を食 うことは稀で,肉を食

うこと自体少ない｡その時は市場で買 う｡

2 アムポテツィ (Ampotetsy)の村

西南部でも海岸沿いはとりわけ乾燥が厳 し

く,生活環境は想像を絶する｡ 西南部のツィ

ウソべ (Tsiombe)近 く,アンポチツィ郡

のキ リトカラ (Kilitokara)村で聞いた生活

の状況は次のようなものだ｡地表は乾いてサ

ラサラとした砂で,草叢はない｡ユーフォル

ピア,サボテン,タマ リンドが疎 らに点在す

るにすぎない｡ユ-フォルピアの茎を縦に並

べて壁にし,わずかにカヤを並べて屋根にし

た,鳥小屋 の よ うな家 が 10軒程 並 んで い

る｡ 砂の上にじかに立つ平床である｡ 強風が

吹 くと舞い上がる砂塵の中に小屋は消える｡

畑は丘のふもとのワジ川沿いと,永年川の

マナムプヴォ (Manambovo) 川沿いにあ

る｡ 主食はサツマイモ, トウモロコシとマニ

オクである｡ 他にサ トウキ ビ,カバ ル (ka-

baro)とい うインゲンマメ,ヴアネソバ豆,

アンペビ (ambeby,sorghum vulgare),メ

ンバラ豆, ど-ナッツ,油用のヒマ,それに

換金作物の トマ トとアナマラオ (anamaLao,

sbilanthesolerance)を植える｡ ティウカナ

ナ (tiokanana) とよばれる東風が吹 くと,

どれも枯れてしまう｡食 うものが な くな る

と,人間もサボテンを食 う｡最後の雨は 4年

前に降ったきりだ とい う ｡ 村人は,人間 (徳
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等を指す らしい)が犯 した多 くの罪 のた め

に, この干ばつに見舞われたのだとい う｡

牛はサボテン囲いの牛柵に夜はおき,昼,

疎 らな低木のまわ り-下草を食わせに連れて

いく｡サボテン同様,ユーフォルピアの一種

も トゲを焼いて飼料にする｡ ミルク搾 りには

干 しヒョウタンの容器を使 うO 祭儀 Cioro)の

際には牛を供犠する｡牛ののどを切 り,血を

つかみ出し,長老に渡す｡長老は指をその血

にひたし,祈願を行 う人の胸に呪印 (tsodra･

no)を措 く｡牛持ちが亡 くなると, その牛を

全て供犠する｡この時は脇腹か ら槍を刺 して

心臓を突 く｡婿あるいは嫁が肉を切 り分け,

葬儀参会者に配る｡ 角は墓の敷石の上に並べ

る｡

生前の家は見すぼ らしい小屋だが,墓はき

わめて立派である｡その対照は鮮烈である｡

墓は四角形で,ほぼ 20mx20m,周囲は人

頭大の石をつみ,各辺の隅や中央部には 1m

の立石を立てる｡石囲いの内部は磯を1m横

衣,供犠された牛の角をその上に並べる｡ 牛

供犠は死後の世界において死者の生活を助け

ると考えられている｡ 牛角の数は死者の勲功

を示 し,100頭の角をもつ墓も珍 しくほない｡

中央には石壇を作 り,豪華に飾 られた棺がお

かれる｡ 現世の生活は質素で苦難に満ちてい

るが,墓は立派に仕上げ,来世においては,

苦難か ら永遠に解放 された生活を約束されて

いるのである｡

ⅠⅤ 結 論

1) 中央高原 と西部平原は牧畜景観である｡

東アフリカからの牧畜民の移動をこの景観

が示 している｡
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2) この牧畜民の生業は牧畜を主 とし,農耕

を伴なった と思われる｡農耕はアフリカ由

来の雑穀 と東南アジア由来の根菜栽培であ

ったろう｡この牧畜民は紀元前1000年紀以

前に南下 したナイロー ト及びクシュ系部族

であった と想定される｡ マレイ ･ポ リネシ

ア水域か らの移民はその後,紀元前数世紀

の間に顕在化 した｡

3) ゼブ系コプ牛は,他の資料から紀元後600

年頃にマダガスカル-渡来 したと考えられ

ている｡ かんがい畑,蹄耕,雑穀散播 とそ

の牛蹄踏みこみはそれ以前に確立していた

と考えている｡

4) マレー水域か らの航海民は紀元前後には

アジア稲をもた らしただろ う｡

5) アジア稲は先述の牧畜民によって雑穀の

一種 として受け入れられ,既存の栽培体系

の中に導入された｡それがヴァリ･ツィピ

である｡ しかし,乾燥 トゲ低木林に住む人

々は乾燥農耕による雑穀栽培を保持 し続け

た｡

6) 征服部族メリナ及びべツィレオは後に,

多分12,13世紀に到来した｡彼等は畑作を

行なっていたが,後に,中央高原でヴァリ

･ツィピ型の稲栽培を始め,傾斜草地を棚

田に変換した｡
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